
















SA 75 農業 0・ 18， 1ら:鹿児島県日置郡松元町 18・ 19 :朝鮮(兵役)
SC 68 農業 0・:鹿児島県日置郡松元町
YA 20 学生 0- ・鹿児島県日置郡松元町
YC 21 学生 0・・鹿児島県川内市
YF ・2 26 学生 0・ 18 :山口県熊毛郡田布施町 18・.京都市




話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC 親戚 18 分 SC の発話が多い
老一若 SA-YA 祖父と孫 15 分 主として YA が質問、 SA が答える
老ー調 SA-YF 初対面 26 分 YF と F が質問、 SA と SC が答える
若一若 YA-YC 親友 32 分 ほぼ同量の発話
若一調 YA-YF 初対面 30 分 YF が質問、 YA が答える
f老一老〕、 〔老一若〕、 〔老一調〕には SA の妻の SW と YA の指導教官の F が同席
した。これらの談話の収録も 40 分程度行ったが、本稿では同席者 SW' F が積極的に談話
に参加した部分を分析対象から外したため、 〔表 2) の「収録時間」が短くなっている。

















































(的結果(1)から、まず①初対面で大学関係者である YF や F と親族である SC や YA との
間に、親疎、ウチソト、あるいは改まりのちがいなどによるスタイノレ切換えの軸があり、
2. 1. 2. 
さらにこれと重なりながら②《対老》と《対若》の聞に親しい当該方言話者であっても
老年層か若年層かによって行われる切換えがあると考えられる。
(5J のように YC は 2 例ほど使

















































*2 参考 :YC はオマエ類を 27 例使用している。
*3 ワ、ワ立ャ、複数ワイドンを含む。
(1) SA は《対若》にはワイ系を専用している。
(2) SA も YA も《対調》に対称、詞を使用しない傾向がある。
2.2.2. 解釈




ら、 2.1.と同様に、ソトあるいは疎の YF ・ F と親族 SC 'YA との問、そして SC とそれ
以外との聞に 2 つの切換え軸の存在がうかがわれる。
(b) YA は《対若)) : ((対老)) : ((対調)) =アンタ:親族名称ジーチャン:不使用としづ、
カテゴリカルな切換えがある。
(c) SA と YA に共通する対称詞の《対謂》への不使用は、カテゴリカルな切換えとみなせ
るだろう。ソト・疎の対話者に対して対称詞で言及することを避ける規範があるようだ。
分析対象外の談話で、義務的にソト・疎の対話者に言及せざるをえない発話を SC が行








(d) YA が 1 例のみオマエを使用している。 YA が YC をうらやんで不満を述べるという話
題から、①オマエはアンタより待遇が低いこと、また②相手あるいは話題への快不快が
切換えに関与することが考えられる。








老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老
ノデ
ンデ
カラ '1 3 13 6 2 
デ事2 9 7 











(1) YA には《対若)) ((対老)) : ((対調)) =カラ:ンデ・ノデという、ほぼカテゴリカルな
切換えがみられる。なお、 《対若》で 1 例用いられたノデについては、 (3)で具体例を
あげ( (14) )、 2.3 .2.(d)で解釈を述べる。







189SA:さーもー今ん時代でやいわなあっこっじゃっどねー (YA: うん)士族平民じゃったわけよ (YA: うん

























249YA: そうち ==[YA の名前] ==[YA の名前]孫が先生じゃもんのー (YF:えー)鹿児島弁なかた




(4) YA のノデ 3 例はすべて中途終了発話である。なお、 《対若》でのカラ 6 例中、中途終
了発話は 2 例で、 《対調》でのンデ 9 例中、中途終了発話は 6 例である。
2.3.2. 解釈
(めドメインは《対老)) ((対若)) : ((対調》と切換えられており、 YA と SA で共通してい
るが、それぞれの具現形が異なる。若年層はドメインに関しては伝統的な規範を保持し
つつも、共通語化によって老年層と異なる形式を用いるようになったと考えられる。
(b) ただし(めのうち YA の《対老》発話については、 YA が《対老》で用いているカラ( [18) ) 







YA のドメイン間切換えとンデ・ノデ・カラの待遇価を考えるためには、 YA の《対老》
発話データを増やして、ンデ・ノデに置き換え可能な環境で用いられるカラの有無を確
認する必要がある。
(c) SA はジャケを《対調》場面で l 例用いているが( [19) )、 SA は話題について検索
中であり、 YF への注意が弱まっている可能性がある。
[19) 掛かっている古い賞状についての YF の質問に答えようとしている。
073SA: に 28 年ごりゃった[頃だ、った]から昭和の (YF:えー)いつぽ-c~丘なーえっと植樹祭じゃろ
[老一誠〕









ホイデ・デ3 _ 2 2 
ホイジャケ
*1 ダカ一、ダカを含む。















(b) 結果 (2) については、 〔老ー老〕談話の展開が SC 主導で、 SA は積極的に話題を展開
することが少なかった点が原因と考えられる。稿末[注 2] の〔表 6') のように、 SC


























(3) SA が《対調》で用いたドンは [21)に挙げる。ターンを SC からとった後にまた SC
へ戻している点、また SC の結果(稿末[注 2] [表7') )ではドンが《対老》専用形







(a) SA の用例が少ない(方言形式が各々 l 、 2 例ずつしかなし、)ので確定的なことは言えな
開 48 -
松木礼子
いが、 SA は《対調》には概ねケドを用い、 《対若》にはケド・ケンド・ドー、 《対老》
にはケド・ドン・ドンガを用いて、連続的な切換えをしている可能性がある。














*1 参考・ YC は 3 例使用。
老 (SA)
対若 対調








(a) SA、 YA ともに、このデータにおいて、逆接の接続詞では切換えがみられない。
(b) YA は《対老》での逆接の接続調の使用がみられないが、これは YA が質問し SA が答
えるという談話の展開から生じる結果だと考えられる。
2.7. 動詞否定形式














対調 対若 対老 対調
6 
2 19 4 48 
13 13 6 4 
3 
叫~ナラン、~イカン、ーンニャ~、ーンナ~、ーント~、ーンカッ夕、~カモシレンを含む。因みに






321SA: こえ[SW のこと]が気にしちょーもんだから (SW: [咳払い]) (YF: はい)鑑定の通りあ鹿児島語
であかたえらんないなー








189SA: さーもー今ん時代でや己主主主主っこっじゃっど・ねー (YA: うん)士族平民じゃったわけよ (YA:うん
うんうーん)















[違う]でねー (YA:うんうん)ちょっとそっこそこゃったつどねー (YA: うんうん)んー 〔老ー若〕
2.7.2. 解釈
(め YA のナイ/ンに注目すると、ナイの使用率は高いほうから順に《対調)) > (<対若)) > 
《対老》、ンの使用率は《対老)) > <<対若)) > <<対調》であり、連続的な切換えがみら
れる。なお、 《対老》で YA のン使用率が上がっていることに関しては、ン使用中心の
SA にコンパージェンスしている可能性もある。
(b) YA は(a)のようなナイ/ンの連続的な切換えに加え、 《対若》ではネーを、 《対調》で
はマセンを使用するというカテゴリカノレな切換えも行っている。






















ジャナイスカ勺 - - ・ ・ 2 
ジャナイカ
ジャナイ叫 - - - 3 1 叫
ナカ
キ 1 田野村 (1988) の分類に沿う。ただし、直接引用の例は除外した。
ではないか I 類 用言・体言のどちらにも接続し、発見した事態を驚き等の感情を込めて表現したり
ある事柄を認識するよう相手に求めたりするもの。
ではなし、かE類.体言相当に接続し、推定を表現する。
*2 参考: YC はジャナイ 2 例、ジャナイノ l 例、ヤン 3 例を使用している。
勺ジャナインスカ l 例を含む。
本4 ジャナイノ (YA ((対老)) 1 例)を含む。
ち参考: YC はジャナイ l 例、ジャネーカ l 例、ヤナイ l 例、ヤナイノ 2 例を使用している。
(1) ではなし、か I 類については、 SA、 SC には否定疑問形式の用例が全くなく、 YA も l 例
だけである。ただし、 YC は 6 例用いている。
(2) ではないかE類のジャナイカは、 YA のデータでは「と思う」などの引用構文の補文(((対
若)) 1 例、 《対調)) 1 例)だけであった。
(3) SA は、否定疑問形式についてはナカ 1 例しか使用していなかったが、 SC には、では
ないかE類のジャカンカが l 例見られた。 SC の結果については稿末[注 2] の〔表 11 つ
を参照されたい。
[30) 
042SC: おー*******ー(YF: ほー)刀剣所持法の違反L全企ム企二{笑) [老ー調〕
2.8.2. 解釈
(めではなし、か I 類の否定疑問形式を YC は 6 例使用しているので、鹿児島方言にではない


















事 l ロとは、具体的には過去形式+ロのことである。 YA が《対老》で 1 例使用している。 SA には見られ
なかったが、 SC は《対老》で過去形式+ロ+ワ(ー)を 2 例用いている。なお、ジャロとダロはすべ
て推量用法であった。






老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
丁寧+ネ 9 
ネ 2 12 4 24 9 13 
サ 20 5 
ナ 23 3 13 2 
ノ 2 
〔表 13 終助詞叩2)
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
丁寧+ネ 8 21 
ネ 12 9 






(1) 間投助詞サは YA だけが用い、 SA にはみられない。
(2) 間投助詞・終助詞ノは SA だけが用い、 YA にはみられない。






















対老 対若 対調 対若
若 (YA)
対老 対調
テイル系*2 6 2 8 48リ 4 24 
チヨノレ・トパク/ 12 14 19 1 ・4
ヨル・ユー系
*1 過去・非過去、肯定・否定の区別なく集計。
*2 テオル系、テアル系も含む。 SA は《対調》でテオル系 2 例、テアル系 2 例を用い、 YA はテアル系を
《対若》で 3 例、 《対調》で l 例用いている。
勺 「してあった」の意のシチャッタ (YA ((対若)) 1 例)を含む。


















チョル系 9 9 14 




勺参考: YC は 3 例使用。













(b) YA の方言アスペクト形式については、 (31)から、①終助詞デとの共起、②対話者の
発話内容への疑問提示や訂正という談話内容、という 2 つの特徴が挙げられる。しかし、








(め YA が伝統的方言形式をあまり使っていないため、 SA は使用形式が多く、 YA は使用す
る形式が少ないとしづ結果が見られた (2.1. 自称詞、 2.2.対称調、 2.3.原因・理由の接続
助詞、 2ふ逆接の接続助詞、 2.10.アスペクト形式)。
(b) (a)に関連するが、方言形式/標準語形式によるドメイン間切換えに関し、 SA は《対
老》と《対若》との問での切換えと、 《対調》と《対老》・《対若》との聞での切換え
(ソトあるいは疎な者に対する切換え)のように複数の切換えを並行させていると考え
られる場合があるのに対し、 YA にはドメイン間切換えの軸が少ない場合がある (2.1.
自称詞、 2ユ対称詞)。
(c) YA の使用する伝統方言形式が、ドメイン間切換えではなくドメイン内における何らか
の機能を担った形式として用いられていると解釈できるものがあった (2. 1.自称詞、 2.2.
対称詞、 2.3.原因・理由の接続助詞)。
(の YA は SA の用いない形式をもち、これを主に《対若》で使用している場合がある。間




(e) 動詞否定形式 (2.7.) やアスペクト形式 (2.10.) などの義務的形式では、 SA に切換え
がみられない。
(f) SA の使用形式は《対老》では 2 形式以上使われることが多いが、 《対若》では 1"'2
形式に限られるケースが観察された (2.1.自称詞、 2ユ対称詞、 2.3.原因・理由の接続助
詞) 0 SA の分析対象データが量的に少ないこと、また分析した項目が少ないことから、
現段階でこうしたケースを普遍化することは危険であるが、これらの項目では、使用形
式がすでに少なくなっている YA にあわせて SA が自分の使用形式を制限している可能
性、 73IJの見方をすれば SA が YA にコンパージェンスしている可能性が考えられる。た
だし、使用形式の偏りがあるだけで SA と YA の間にあまりバリエーションの差が見ら
れない動詞否定形式 (2.7.) に関しては、 YA が SA にあわせていると考えられるような
逆の現象もみられた。今後、深めていきたいテーマである。
4 展望
(a) SA、 YA ともにコメントしているが、アクセントの切換えは難しいようである。この文
字化データはアクセント、プロソディの情報を書き込んでいないので、こうした現象の
観察には使用できない。今後、文字化データのありかたについて検討する必要がある。
(b) [若若〕談話をみると、自称詞や対称詞などの語葉項目において YA と YC との間で
使用傾向が異なっている。親友とはいえ先輩・後輩の関係があること、談話のすすめか
たも YC 主導の面が強いこと、また YA が比較的おとなしい人物であることなど、話者
の関係やパーソナリティに関わる要因も考慮する必要がありそうだ。このような要因を
どのように処理するかについては、今後考えなければならない。







SW 70 代 主婦・農業
F 40 代 大学教員
居住歴
0 歳・1953 年:鹿児島県日置郡伊集院町 1953 年-鹿児
島県日置郡松元町




話者 同席者 話者との関係 談話の展開
老一老 F F:萩酎毘孫YA (J)先生 話題がとぎれたとき、話題提供のかた
SA-SC ちで F が談話に参加。以後、 SA と SC
は F と対話したり F を無視して SA と
SC だけで談話をすすめたりしている。
老若 SW、 F、 YF SW:SAの妻 話題がとぎれたとき、話題提供のかた
SA-YA F:叡肘昆孫YAの先生 ちで F が談話に参加。以後、その場に
YF: 初耐震弘大浮関係者 いた全員が談話に参加することにな
り、主に YF と F が質問し、 SA、 SW ま
たは YA が答える。
老一調 sc、 SW、 F SC:SAO親戚 YF と F が質問、 SA と SC が答える。途
SA-YF SW:SA I1:凄 中で SA が一時退席L、それからは SA
F 引剖直孫YAの先生 に促されて SW も談話に参加する。
〔表 2" 分析対象箇所〕
話者 収録時間 分析対象箇所
老一老 SA-SC 18 分 011・ 171 、 193・229
老一若 SA-YA 15 分 002・024、 064・258 、 580・609
老一調 SA-YF 26 分 001・270、 305・647
若ー若*1 YA-YC 32 分 041 ・777
若一調布2 YA-YF 30 分 001 ・475
キ 1 談話の初めと終わり (001 ・040 、 778・826) は、収録の開始・終了を告げるために YF が加わった。
勺全収録談話が分析対象。
【注 2 SC のデータ】
鹿児島データでは〔老一老〕での SA 発話が少なく、また SC の同席によって〔老一調〕で

































*1 [老ー調〕談話のなかでは SC も積極的に談話に参加し、対 SA発話も多いため、 SA を指している





















ホンデ・デ事1 12 2 
キ 1 ホイデ、ホンデ、ホデ、オイデ、セーデ、ンーデ等のように指示詞を含むものと、デのみで用いら
れるものがある。これらのうち、文脈的に原因・理由を表すと解釈できるものを集計した。

















ン傘 1 21 10 
*1 ~ナラン、~イカン、 ンニヤ~、ーンナ~、ーント~、ーンカッ夕、~カモシレンを含む。 sc
のーンカッタの使用数は、 《対調)) 20 


















































〔表 14' SC のアスペクト形式 (2.10. アスペクト形式) ) 
老 (SC)
対老 対調
テイル系'1 2 3 
チヨノレ・トノL〆ヨ 24 9 
ノレ・ユー系
牟 l テオル系も含む。 sc は《対調》でテオノレ系を l 伊j使用。











後藤和彦 (1983) r鹿児島県の方言J W講座方言学 9 九州地方の方言』国書刊行会













054SC: ほでー ====[人名]ちゃんも あ
えー あー どこーちまーきーなっこつ
でつでほらー (SA: うーん) なんかい
ろしえんと (SA: ふーん ん一)歩道を
あえわ {咳払い) == [人名]ちゃ
んが今度 うえおくかー このぶー う
えっごじゃんどがー (SA: はー はーは
ー)あん畑せーこーおなー 前道せな
今一 道路ままじゃーいえーかく[鋭角]
やまんでー (SA: うん) こ一切り返し
を二、三度しえなまげから まがっ




























んなか 070SC: はいはいはい そあもー今度 12 年
055SA: ほいじゃんくるーひく低い低 度予算でーも一決定ゃんど
い ひくーして 071SA: 決定しとっと
056SC: すそど 072SC: は-
057SA ・結局はどろいごしたらー 073SA: はー そや
058SC じゃんどが
059SA: うんうん あーそーのため はーは
060SC: こー わがん畑おまっせーな (SA: そ
ーなん〉そん砂が ほら そなち一流る
ーわ今日 (SA: ふん)このまそや 工事
が済めばー もーな (SA: うんうん)流










074SC ・そえと そこのー おいさんのそこ[倶iJ
溝]んどこえも
075SA: うん決定しとっと
076SC : 12 年度で予算がついて
077SA: あーは一決定してるわけいなー ん
078SC: ほーで そこ==== [人名]どんの
前おなー (SA: うん)移転了解とゆー ま
えー はな[話]があったわけよ (SA:





たわけよ (SA: ふーん)ほで 広がんで
おらんそかなー
鹿児島方言話者のスタイル切換え
〔老一若〕 かそんぐらい093SA: ん一一ま そんころじゃねー えー
収録日時: 2000 年 3 月 24 日 | っと
収録場所 :SA 宅 I 094YA: な
話題:承諾のこと→玄宣込→標準語教育→ I 095SA :んにや そりよか[それよりか]上じ
鹿児島方言の地域差→西南戦争→ア| ゃねー
ルバイト→ (中断) →親戚 I 096YA: うえ
097SA : = = = = [人名]さんだか
075SA: わいに{咳払し、}わいがお わがおが 098YA: の噴
おぽせゆー よ 用語はなかか 099SA: そのころじゃ
076YA: よーごー 100YA: ほ一一
077SA: んー 用語あ国語悪かけんど ないか 101SA: おー おいのころは そーゅーこちゃ
かなかたはなかたりごたちゅーこ なかったー
とあ 102YA: なかったのー








083SA: んー そんとのたー おいとが時代じ
ゃなかったでよー




088YA: おー じゃー (SA: んー)じーちゃん
と おとーさんの あいだぐらい





あったー 学校先生がも厳しー (YA: ふ





準語が (YA: んー) {笑} (YA: んーん
ーんー)んー そーゆ一時代があった
092YA: えそれつてなん今の 50 歳と
同 60 ・
った
104YA: ほ一一 ほ} あじゃだれ ==== 
= [人名]さんとか
105SA :んにゃ しゃーしゃーかな うん
106YA: どのへん
107SA: んー みなかーじゃっかなー







112YA :んー 普通にさー == [小学校名]
小で、まわったわけ
113SA :うん くつくつがいぜん の いー
ひよかっつこつで文部大臣賞お も
ろ もろったったへーたけ
114YA: == [小学校名] 小が
115SA :んー == [小学校名]小が




118YA: そー それは いーってされたとき*
** 
119SA :あーそー じゃかったとが うん
120YA: {笑いながら}は一一一 (SA: うん)
船木礼子
〔老一調〕























165SC: ほんのおかのときにな (YF: あー)も
一道い **** 
166SA : * * * * * * * * * * * * * 
鹿児島市なんめつ みみせり見える
ところに (F: あー) (YF: あー) あ
るつつえねー その伝説は一 昔やっぱ
い その人が ほとけだちゅ田んぼでで
すねー (YF: はい) ある百姓が うし
牛を たってほら 田を起こしに行った








っち (YF: はーはー) はーおしかった
-61 ・





168SA: でその はい その後ずっとこーして
行ってみたら 今そんくわん[観]音様












177SC: 穴たーじゃないんだけどな (YF: あー)
178SA :県下でもー さ 参詣者が多かとゃな
ー あすこなー




182SC :ま 上がりかたが大変だよなー (YF:
あー)
183SA: うん
184SC: 曲がり曲がりー (YF: {笑})道やら も
一 木の根っこが出たり ほれ** 
(F :あー) (SA: {笑})
185YF :じゃ も一 歩いて上がるのも大変な
んえすあー{発話末はっきりせず}
186SA :あーま一歩いてーいわやくわん
187SC :きけーの あの こぬかのーこらー
(YF: えー) 下かー[から] ある程
度まであのーほら げんっきー ちて
道路 (YF: えー)の 横にこ一石がこん
高さのがあるとがでしょ (F :あー) (YF : 
ふんふん) あれお (SA : {笑}) 階段
にこーして使ったとこもあるんだけども


































105YA: {笑}でも それやりたくない (YC:












11IYA: ゃな なんか ごちとかでもさーい




114YC : {力んで}あいのりは う一一一
115YA: {笑}
116YC : {笑}あいのりは ちょっとねー
117YA :うっそー あいのり










098YC: ってかよー 名前がまずいんだって 126YC : {歌って}スハーホニー
だからー 127YA: ちょっと うまし、から 嫌なんだって
099YA: ズだもんね {笑}
100YC :ズーでしょーユズーとナマ 128YC: {笑} {歌って}オシヤハー*
ズー 129YA ・もー いーって いーって 勘弁して
101 YA :マ ズーだもんね {笑} (YC: (笑}) だかーさー[だか
102YC: 韻ふんでるよ らさ] {ささやくように}えあいの
103YA: そーそー (YC: ん)どーしよしかも り誰だって
なんかほら見てん 企画ものとか (YC: 130YC: トキオのでしょ
うん)見たー ここ (YC: はい)企画も 131YA: トキオはナリユキ
の企画してみたり 132YC: あ じゃ トキオじゃナリユキやね




































140YA: んー 僕んちじゃ 作らないっす
















(YF: うん)やっててー (YF: うん) 結












156YA: はいここ うんやつが== [人
名]さんが (YF: {笑}) = = [人名]さ
んが なんか ===[店名]にでん = 
== [店名]ってゆーんですけど (YF:














話やって (YF: えー)ちょっと むかつ
いたんですけどね
161 YF :でも届けたんですか
162YA: I土 b 、
163YF: {笑いながら}あーおつか ごくろー
さまでした
